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●ＡＡＳ解答例 ■ 平成 18 年度 第２次試験 【事例Ⅰ】   

  

第１問（配点 30 点） 第３問（配点 30 点） 

強 み は 、 ① 親 企 業 の 資 本 力 や 営 業 拠 点 等 の 経  

営 資 源 を 活 用 し 、 自 律 性 を 保 ち な が ら も シ ナ  

ジ ー 効 果 が 期 待 で き る 点 、 ② 化 学 メ ー カ ー と  

し て 培 っ て き た 技 術 や ノ ウ ハ ウ を 持 っ た 優 秀  

(a) 

な 人 材 を Ａ 社 の 経 営 に 活 用 で き る 点 、 で あ る 。

弱 み は 、 ① 親 企 業 に 対 す る 売 上 高 の 依 存 度 が  

小 さ く な く 、 Ａ 社 の 業 績 が 親 企 業 の 業 績 に よ  

っ て 左 右 さ れ て し ま う 点 、 ② Ａ 社 の 業 績 に 関  

ら ず 、 給 与 水 準 が 親 企 業 よ り 多 少 低 い 水 準 を  

(b) 

意 識 し た 設 定 と せ ざ る 得 な い 点 、 で あ る 。  

（設問１） 

現 在 の 組 織 に は 、 地 域 別 と 製 品 別 の 機 能 で 分

か れ た 組 織 構 造 に よ る デ メ リ ッ ト が あ る 。 具  

体 的 に は 、 ① 部 門 間 の 調 整 が 煩 雑 に な り 、 迅  

速 な 意 思 決 定 が 行 え な い 、 ② 拡 大 す る 海 外 取  

引 に 対 す る 柔 軟 な 顧 客 対 応 力 を 発 揮 で き な い 。

 

 

（設問２） 

Ａ 社 が 構 築 す べ き 組 織 は 、 ① 現 社 長 の 在 任 期

間 を 見 直 し 、 社 長 が 描 く ビ ジ ョ ン を 長 期 的 に

共 有 ・ 推 進 で き る 組 織 体 制 、 ② 事 業 別 に 部 門

を 再 編 し 、 取 引 先 メ ー カ ー の 動 向 や 技 術 変 化

に 即 時 対 応 で き る 柔 軟 な 組 織 体 制 、 で あ る 。

 

 

 

第２問（配点 30 点） 

（設問１）   

海 外 事 業 拠 点 は 、 「 情 報 収 集 の 場 」 と し て 発  

展 的 に 活 用 す る こ と が 考 え ら れ る 。 具 体 的 に  

は 、 取 引 先 メ ー カ ー の 技 術 動 向 、 生 産 動 向 を  

い ち 早 く 察 知 し 、 コ ー デ ィ ネ ー ト 事 業 に 必 要  

な 原 材 料 の ニ ー ズ な ど を 収 集 す る こ と で あ る 。

 

 

第４問（配点 10 点） 

デ メ リ ッ ト は 、 ① 短 期 的 雇 用 が 前 提 と な る た

め 、 新 規 事 業 や 新 製 品 へ 対 応 で き る 能 力 な ど

を 長 期 的 に 育 成 で き な い こ と 、 ② 賃 金 な ど の

雇 用 条 件 の 見 直 し が 前 提 と な る た め 、 再 雇 用

者 の モ ラ ー ル 向 上 が 図 り 難 い こ と 、 で あ る 。

 

 

（設問２） 

Ａ 社 の 事 業 展 開 の 可 能 性 は 、 ① コ ー デ ィ ネ ー  

ト 事 業 の 委 託 製 造 先 と し て 親 企 業 を 活 用 し て  

い く こ と 、 ② 親 会 社 の 営 業 拠 点 を Ａ 社 の 営 業  

拠 点 と し て 再 編 す る こ と で 、 組 織 体 制 を 強 化  

し 、 新 規 事 業 の 拡 大 展 開 を 図 る こ と 、 で あ る 。
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